
　町では、行財政改革推進計画に規定されている自主財源確保のための有効資源活用の一つとして、町広報紙等への有料広告の
掲載を実施しています。今回は、平成24年4月以降に税務課で使用する納税通知書用の封筒に掲載する広告を募集します。 

１．広告の枚数及び金額 
　　町・県民税、固定資産税、軽自動車税及び国民健康保険
税の4種類で合計約21,000枚の納税通知書の封筒すべてに
広告が掲載されます。広告料は封筒1枚につき3円となります。 

２．納税通知書の発送時期 
　①町・県民税用封筒　　（約4,500枚）…来年6月発送 
　②固定資産税用封筒　　（約7,500枚）…来年4月発送 
　③軽自動車税用封筒　　（約4,500枚）…来年4月発送 
　④国民健康保険税用封筒（約4,500枚）…来年7月発送 
３．広告の掲載位置 
　　封筒裏面の町が指定する位置とし、1つの広告枠の大きさ
は縦40㎜、横140㎜とする。 
４．申込方法等　 
　　企画財政課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、企
画財政課広報広聴係へ応募願います。また、申込書は町ホー
ムページからもダウンロードできます。 
　（http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/） 

５．募集期間 
　　10月14日（金）～24日（月） 
６．デザイン等 
　　印刷物は、黒色または町の指定する色の一色刷りとなります。
広告物の版下・デザイン等の製作は申込者の負担となります。
申し込みの際は完全な電子データで提出願います。枠内左
上に「広告」の表示（ゴシック体、文字サイズ14ポイント）を必ず
入れてください。 

７．掲載の決定 
　　申し込みされた広告の内容を審査のうえ、掲載の可否を通
知します。公の秩序または善良な風俗に反するものなど掲載
することが妥当でないと町長が認めるものは拒否されます。ま
た申し込み多数の場合は抽選により決定します。 
８．問い合わせ 
　　企画財政課　☎0287－92－1114

町税務課で使用する封筒の広告主を募集します！ 

社会全体で暴力団を排除するために 

暴力団に関する相談・情報提供先 

～那珂川町暴力団排除条例が平成23年10月1日に施行されました～ 
栃木県暴力団排除条例は平成23年4月1日に施行されています 

◎栃木県警察本部 
窓　　口 

暴力団に関する 
相談 

028－622－2424

028－624－0919

0120－10－3774 
（フリーダイヤル） けん銃110番 

覚せい剤110番 

相談・情報提供の例 電話番号 

◎那珂川警察署　☎0287－92－0110 ◎那珂川町総務課　☎0287－92－1111

◎公益財団法人　栃木県 
　暴力追放県民センター 
　　☎028－627－2600 
　（月～金の午前9時～午後5時） 
【相談・情報提供の例】 
〇暴力追放相談員による相談 
〇弁護士による民事介入暴力に関する相談 
〇不当要求防止責任者に対する講習 
〇暴力団排除に関する講話 
〇暴力団排除に関するＤＶＤの貸し出し 
〇暴力団からの離脱及び就労支援 

〇暴力団の不当要求に関する相談 
〇暴力団事務所の移転・開設に関する情報 
〇暴力団員に関する情報 

〇けん銃の不法所持に関する情報 
〇けん銃の密輸などに関する情報 

〇覚せい剤などの薬物乱用者に関する情報 
〇覚せい剤などの薬物密売者に関する情報 

◆暴力団の排除に関する町の基本的施策◆ 

暴力団を 
利用しない 

暴力団に 
金を出さない 

暴力団を 
恐れない 

　町の事務又は事業の
全般から暴力団を排除
します。 

　町の公共施設が、暴
力団の活動を助長する
ことに利用 
されないよ 
うにします。 

◆青少年の健全な育成を図るための措置◆ 

　青少年が、暴力団の
被害にあったり、組員
にならないための教育
が行われるよう支援し
ます。 

【県条例】 
　学校、図書館、児童
福祉施設等の周囲200m
の区域内での暴力団事
務所の開設、運営を禁
止（1年以下の懲役又は
50万円以下の罰金） 

◆暴力団員等に対する金品等の供与の禁止◆ 

　暴力団の威力を利用
する目的で、暴力団員
に金品等を提供するこ
とが禁止されます。 

　暴力団の活動又は運
営に協力する目的で、
暴力団員に金品等を提
供することが禁止され
ます。 

◆公共工事等事業者の責務◆ 

　町と公共工事等に係る
契約を締結した事業者は、
暴力団員又は暴力団員と
密接な関係を有する者に
当該公共工事等に関する
業務を行わせてはならない
こととします。 

　公共工事等の事業者は、
当該公共工事等に関し暴
力団員等から不当要求を
受けたときは、当該工事を
担当する町の部署、警察署
その他の関係機関に通報
するものとします。 
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【白河市教育委員会提供】 

天王山式土器片 
（吉田温泉神社古墳周辺出土） 
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10月1日現在の人口 
（住民基本台帳） 

（　）内は前月との比較 
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